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本研究の対象としたのは， リンパ管静脈吻合 7 例，乳び尿症23例，蛋白漏出性胃腸症16例であ




みへの逆流はそれぞれ 4 例と 2 例であった。また腸間膜あるいは肋間への逆流をともなっている









健常成犬 (8--10kg) 39頭を用いて，胸管あるいは， 後腹膜リンパ系の通過障害をおこさせて
リンパ造影をおこなった。通過障害は上部胸管結紫群，テレピン油の乳び槽周囲注入群，乳び槽
部の放射線照射群の 3 群を作成した。乳び尿症や蛋白漏出性胃腸症との関連性を知るために組織






胸管結紫群で Gordon's test をおこなった結果では，結書記 4 日後の 1 例は 7.9% と高値をとり 9













a 群はほとんど異常像を認めない。 b ， C 群では診断，治療的価値は大きい。
5 )実験的にリンパ造影で逆行性に腸間膜，腎，肝，胃のリンパ系の造影に初めて成功した。軟
レ線撮影と組織学的検討で確認した。悪性腫療のリンパ行性転移経路を知る上で意義深い。
論文の審査結果の要旨
リンパ管静脈吻合，乳ぴ尿症，蛋白漏出性胃腸症についてリンパ造影的に詳細な分析をおこな
い特に蛋白漏出性胃腸症についてはこれを 3 群に分類し原因疾患による特徴像を初めて解明した。
成犬の実験で逆行性に腸間膜，腎，肝，胃のリンパ系の造影 lこ初めて成功し，軟レ線撮影と組織
学的検討で確認した。乙のことは悪性腫療のリンパ行性転移経路を知るために重要で臨床応用上
意義深い。又さらに細尿管への造影剤の漏出を認めて乳び尿症を実験的につくる可能性をえた。
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